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ミュンヘンの都市内分権制度
「市区委員会」







ミュンヘンの市区委員会
Bezirksausschuss

①戦後の民主的市政改革の一環として制度化、ドイ
ツの人口１０万人以上の都市に存在する

②人口１４８万人（2019年）を、２５の市区に分け、平
均は６万人。しかし、規模はかなり幅がある

③市区委員は、市議会議員と同時に選挙で選出され
るため、「代表性」を有している

④市区に関わる市民の要望について討議し、遂行す
ることが目的。

⑤具体的には市議会が承認した市区内部の事項に
関する決定と市区利害の代表がその内容である









市区委員会の掲示板と案内チラシ



ドイツの社会都市プログラム



ドイツの社会都市プログラム

• 1999年社会民主党政権によって実現、その後政
権は変わったが、現在も継続中

• 既成市街地の中で衰退し、問題をかかえる特定
地区を指定し、公民パートナーシップで地区を改
善していくプログラム

• 「衰退都市改善プログラム」
• 毎年50地区程度が新たに指定される中で、2018
年までに533都市が指定

• 連邦政府は2018年までに19億ユーロ（およそ
2,400億円）支出、州と自治体を含めて、53億
ユーロ（およそ6,720億円）を支出







ミュンヘンの社会都市
ハーゼンベルグル地区



ミュンヘン市ハーゼンベルグル地区

• 1998年調査：外国人30.1%（0～17才、38.9%）、失業率
13.5%（25歳未満）16.7%（55歳以上）、社会住宅比率
52%、貧困者密度（生活保護等を受けている人）117人
／1000人、市内でワースト２

• 市中心部から北へ8km、市境にある郊外住宅地、人
口23,050人,面積207.2ha、人口密度111人/ha

• 1960～71年の間４期にわたって、26,000人のために
8,200戸の中層高層住宅が建設された

• 広大なる緑地があるため、一見豊かな印象も受ける
が、当時低所得者の家族向けに建設されたため、そ
の後の高齢化、外国人居住者、不法占拠者が増えた
ことによって、市内では治安の悪い危険なイメージが
定着し、社会的問題となっていた









社会都市プログラムの特徴

• ハード事業（住宅や公園等の整備）と共に、ソフト事
業（職業訓練、ドイツ語学習他）を住民参加で実施

• コミュニティハウスにコミュニティマネジャーが常駐し、
住民の相談にのっている

• コミュニティマネージャーは、ソーシャルワーカーの
仕事

• 自由裁量予算（年間３５０万円程度）があるので、住
民の声に柔軟に対応することが可能

• 市役所の縦割りを排除した支援体制が充実





５年間で１,６５０万円



５年間で総額５.６億円





コミュニティマネージャーの位置づけ



１９６０～７１年の建設当時



現在の様子



子どもの遊び場



６５歳以上が約２０％！



２５歳未満の失業率１３.５％



スーパーマーケットに隣接するコ
ミュニティハウス



コミュニティハウスで働く
コミュニティマネージャー



ウサギをキャラクターにした
イメージアップキャンペーン



ウサギのサインと
こどもダンスのポスター



「若い仕事」（１階）と
「フィットネスセンター」（２階）



３つの職業訓練センター
「印刷技術」、「左官技術」



住民からも依頼がくる
「家具製作の技術」



ショッピングセンター



壁のタイル制作は訓練生の作品



広場の床、倉庫の壁も
訓練生の作品



高齢者パビリオンは、
重要な居場所なので、



ショッピングセンターの向かいの便
利な場所にある



高齢者住宅



コミュニティレストラン



出会いカフェにおける
週替わりの国際メニュー



保育園と小学校



こどもの遊び場と遊歩道



遊び場づくりへの子どもの参加（こ
どもアクショントランク、
移動ワークショップワゴン）



若者たちが建設した
スケボーランプ



こども・若者の居場所づくり
も大変重要！



修復された住宅（２戸１、バルコニー・
水回り、エレベーター等）



増築された住宅



駐車場を地下にして、地上を
こどもの遊び場にした中庭



住民による中庭緑化プログラム



家庭菜園は、家族とコミュニテティ
にとって重要な場所！



交通対策によって、こどもは
道路で遊ぶことが増えた！



ゆっくりと長い時間をかけながら
地道に進む『コミュニティ再生』



ご静聴ありがとうございました


